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厳しかった夏もようやく終わりを告げ、街角の風も少し冷たくなってきました。

今月の話題は｢胃腸風邪｣です｡

突然の吐気と嘔吐、それに水様性下痢に悩まされたことはありませんか｡これが、
所謂｢胃腸風邪｣です｡毎年、インフルエンザとともに流行する嫌な病気です｡原因
としては、ウィルス性のものがほとんどで、ノロウィルスやロタウィルス、アデノ
ウィルスが多いです｡小児の場合、嘔吐、下痢などで、水分が多く喪失するため、入
院治療が必要になる場合もあります｡

胃腸風邪の厄介のところは、食物を摂取
できないことです｡食欲が無くなるばかり
か、食べると嘔吐してしまい、嘔吐を我慢
しても胃腸が食物を受け付けないために
栄養を吸収できずに下痢になります｡その
ため、口より栄養が取れなく体力もなかな
か回復してきません｡

治療の中心は、水分補給と抗生剤などを
服薬し、体力が回復することを待つことで
すが、食べることができないというのは大
変なストレスとなります｡もし食べること
ができるなら、表にあるような消化の良い
ものを少量ずつ摂取することです｡しかし、
ほとんどの場合、嘔吐や下痢を誘発するた
め、あまり無理に食物を摂取しないほうが、
結果的には体力を保持することにつなが
ります｡食物が全く摂取できない場合は、点滴が必要となってきます｡

かめざわクリニックでは、点滴治療とともに、点滴成分を経口で摂取できるよう
にした｢飲む点滴｣も処方しております｡早めに受診してください｡
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